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针对自然灾害的防灾准备 
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上
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 文
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日本
にほん

は地震
じしん

や台風
たいふう

、大雨
おおあめ

など、さまざまな自然
しぜん

災害
さいがい

が多
おお

い国
くに

であり、過去
か こ

にも様々
さまざま

な大震災
だいしんさい

がありま

した。そのため私
わたし

たちは日頃
ひごろ

から「いざ」という時
とき

にどう行動
こうどう

すればよいのかを考
かんが

え、準備
じゅんび

をしておか

なくてはなりません。私
わたし

たち教 職 員
きょうしょくいん

一同
いちどう

は、子
こ

どもたちの命
いのち

を守
まも

るため、全員
ぜんいん

が防災
ぼうさい

意識
いしき

を高
たか

くも

ち、迅速
じんそく

かつ的確
てきかく

な対応
たいおう

ができるよう日頃
ひごろ

から情報
じょうほう

を共
きょう

有
ゆう

し、「いざ」という時
とき

のために、備
そな

えをして

おります。 

防災
ぼうさい

の第一歩
だいいっぽ

は「正
ただ

しい知識
ちしき

」をもつことです。例
たと

えば、地震
じしん

が起
お

きた時
とき

に机
つくえ

の下
した

に隠
かく

れて頭
あたま

を守
まも

る、出火
しゅっか

が確認
かくにん

された場合
ばあい

は、出火
しゅっか

場所
ばしょ

から離
はな

れた経路
けいろ

から避難
ひなん

するなど、基本的
きほんてき

な行動
こうどう

を知
し

っておくこ

とで、多
おお

くの命
いのち

を守
まも

ることができます。また、災害
さいがい

はいつ起
お

きるか分
わ

かりません。授 業 中
じゅぎょうちゅう

や休
やす

み時
じ

間
かん

、登
とう

下校中
げこうちゅう

など、あらゆる場面
ばめん

で適
てき

切
せつ

に行動
こうどう

できる力
ちから

を養
やしな

うことも重要
じゅうよう

です。そのために、私
わたし

た

ちは日頃
ひごろ

から様々
さまざま

なケースを想定
そうてい

して避難
ひなん

訓練
くんれん

を実施
じっし

しています。子
こ

どもたちは「訓練
くんれん

のための訓練
くんれん

」と

してではなく、実際
じっさい

の災害
さいがい

に備
そな

える大切
たいせつ

な時間
じかん

だと捉
とら

え、真剣
しんけん

に取
と

り組
く

んでいます。 

防災
ぼうさい

は一人
ひとり

ひとりの命
いのち

を守
まも

るための取組
とりくみ

であり、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の未来
みらい

を支
ささ

える大切
たいせつ

な活動
かつどう

です。私
わたし

たち

全員
ぜんいん

がその意識
いしき

を共
きょう

有
ゆう

し、行動
こうどう

に移
うつ

していき「備
そな

え」をしっかりと整
ととの

え、地域
ちいき

の皆様
みなさま

と連携
れんけい

すること

で子
こ

どもたちが安心
あんしん

して暮
く

らすことができればと考
かんが

えております。 

震災
しんさい

時
じ

などの困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に直面
ちょくめん

したときこそ、助
たす

け合
あ

いの心
こころ

や冷静
れいせい

な判断力
はんだんりょく

が試
ため

されます。

学校
がっこう

では引
ひ

き続
つづ

き、子
こ

どもたちがそうした力
ちから

を身
み

につけることができるよう指導
しどう

してまいります。 
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